
東日本大震災 被災寺院現状報告 

 

寺院：宮城県第９教区第２５１番法圓寺 

住所：宮城県遠田郡美里町青生松ケ崎１３ 

 

寺院の被害 

・ 本堂は３００年の古い建物であり、地震により半壊した。 

・ 石塔など境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 

・ 震災前夫婦で寺院に生活していたが、震災後住職だけの生活になっている。 

・ 後継者の問題を心配しており、精神的肉体的疲労を抱えている。 

檀信徒の現状 ― 

地域の現状 ・ 純農村地帯であり、農業収入の疲弊が顕著であるが、寺院には協力的である。 

復興の状況 

・ 復旧の目途は立っており、６割程度進んでいる。５年以内の復旧完了を予定

している。 

・ 復旧するには財務的裏付けが必要であるが、資金の調達が困難である。 

（Ｈ２５.７.２５現在） 

     

（撮影Ｈ２５.１０.１０） 


